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震

古
向

わ
た
く
し
た
ち
は
．
阿
武
隈
の
山
な
ふ
を
仰
ぎ
、

大
平
洋
の
海
ば
ら
を
望
む
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
と

伝
統
に
輝
く
高
萩
の
市
民
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
高
萩
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
先
人
の
あ
ゆ
み
を
受
け
つ
ぎ
若
い
力
を

伸
ば
し
な
が
ら
、
住
み
よ
い
、
希
望
に
み
ち
た
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

市制施行2○周年を記念して建てられたブロンズ像「愛の讃歌」 ＝市役所前＝
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今
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ｏ
ｆ
凸

鈴
木
市
長
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う

高
萩
市
長
選
挙
は
、
哩
月
１
日
午
前
７

時
か
ら
市
内
妬
ヵ
所
の
投
票
所
で
い
っ

せ
い
に
行
な
わ
れ
、
午
後
６
時
（
山
手

地
区
は
午
後
４
時
）
ま
で
に
１
７
，
８

８
５
人
が
投
票
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
日
の
有
権
者
２
１
，
０
０
０
人
に
対

し
８
５
．
１
７
％
に
当
り
ま
す
。
前
回

の
市
長
選
挙
（
昭
和
妬
年
）
に
比
べ
て

み
ま
す
と
４
・
印
％
も
上
回
り
今
回
の

選
挙
に
対
す
る
有
権
者
の
関
心
が
高
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

開
票
は
、
当
日
７
時
訓
分
か
ら
市
中

央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
、
市
長
選
挙
の

結
果
（
午
後
９
時
印
分
確
定
）
鈴
木
藤

太
現
市
長
（
“
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
行
な
わ
れ
た
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
は
、
投
票
率
蹄
・
妬
％

高
萩
市
長
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

鈴
木
藤
太
現
市
長
が
再
選

蕊灘譲識蕊蕊
蓉

蕊

新
議
員
３
人

も
決
ま
る

で
、
新
し
く
３
人
の
市
議
会
議
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
（
午
後
、
時
溺
分
確
定
）

な
お
、
各
候
補
者
の
得
票
状
況
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

国
市
長
選
挙

当
鈴
木
藤
太
１
１
，
７
３
８
票

大
高
省
三
５
，
９
３
２
票

■
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

当
小
田
木
真
一
５
，
８
６
５
票

当
矢
代
洋
三
４
，
４
９
７
票

当
大
部
勝
央
３
，
８
８
２
票

平
正
三
３
，
１
８
０
票

小
田
木
真
一
さ
ん

熱
繊
，
会
社
社
長

新
議
員
の
紹
介

投
票
率
は
開
．
Ⅳ
％

部課長に迎えられ再選後初登庁
(12月9日）する鈴木市長

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

フ
ラ
ワ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
粥
個
Ⅲ

○
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん
Ⅱ
日
立
市

臨
海
学
園
に
３
，
０
０
０
円
Ⅲ

社
会
福
祉
の
た
め
に

○
小
松
原
輝
雄
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町
Ⅲ

３
０
０
０
円
Ⅲ

１
０
０
０
０
弓
Ⅲ

○
片
平
み
な
さ
ん
Ⅱ
島
名３

０
０
０
円
Ⅲ

矢
代
洋
三
さ
ん

霧
§安良

川
２
７
０
鉦

歳
日
本
社
会
党
新

盗
錘
露
銅
箪
箪
大
部
勝
央
さ
ん

蕊
需
顎
鮮

老
人
福
祉
の
た
め
に

○
兼
子
辰
夫
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

香
典
一
部
金
を
２
０
０
，
０
０
０
円

○
公
明
党
高
萩
支
部
５
０
，
０
０
０
円

○
高
萩
高
校
２
年
５
組
２
，
２
０
０
円

｜
あ
り
が

鰄

姜
呈
忌

あ
、
が
と
う
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第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

９
月
Ⅳ
日
か
ら
副
日
ま
で
５
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
報
告
２

件
、
議
案
皿
件
は
、
い
ず
れ
も
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

昭
和
鉛
年
９
月
訓
日
で
、
田
村
義
公

さ
ん
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
期

委
員
に
作
山
栄
一
さ
ん
弱
歳
（
上
手
綱
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
高
萩
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

「
委
任
状
」
を
代
理
人
選
任
届
な
ど

「
委
任
を
証
す
る
書
面
」
に
替
え
て
、

市
民
の
税
負
担
（
印
紙
税
）
の
軽
減
を

図
り
ま
し
た
。

（
詳
し
い
こ
と
は
５
．
ヘ
ー
ジ
）

■
高
萩
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

駒
木
原
地
内
に
児
童
公
園
施
設
を
開

設
し
た
の
で
追
加
し
た
も
の
で
す
。

■
高
萩
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
に
、
市
が
行
な
う

退
職
報
償
金
の
支
給
対
象
者
の
範
囲
の

拡
大
な
ど
を
図
つ
た
も
の
で
す
。

■
市
営
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約
花
貫

団
地
に
市
営
住
宅
（
皿
戸
）
の
建
設

工
事
を
、
４
，
５
４
５
万
円
で
日
立
土

木
株
式
会
社
に
請
負
契
約
を
す
る
こ
と

に
、
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

蹄
溌
Ｈ
識
会

蝿

望

宰

『

説

一

句

さ

蕊

（
９
月
定
例
会
）

【
採
択
】

○
高
萩
都
市
計
画
路
線
推
進
に
関
す
る

陳
情

○
道
路
舗
装
工
事
に
関
す
る
請
願

（
秋
山
南
中
原
、
横
川
）

○
動
力
噴
霧
機
購
入
助
成
の
件
に
関
す

る
請
願

○
農
村
婦
人
の
健
康
診
断
実
施
に
対
し

検
診
料
半
額
助
成
を
求
め
る
請
願

○
環
境
施
設
整
備
に
関
す
る
請
願

（
石
滝
団
地
）

○
市
総
合
病
院
の
建
設
実
現
を
求
め
る

請
願

○
住
居
表
示
実
施
促
進
に
関
す
る
陳
情

【
不
採
択
】

○
産
業
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
陳
情

（
解
決
済
み
）

〔
継
続
審
査
】

○
集
会
所
設
置
に
関
す
る
請
願

（
石
滝
団
地
）

○
市
営
住
宅
（
土
地
、
家
屋
）
払
い
下

げ
に
つ
い
て
（
高
浜
町
）

第
２
回
臨
時
会

、
月
酪
日
に
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た

議
案
３
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
萩
市
民
憲
章
の
制
定

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
共
通
の
指
標

と
な
る
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

（
詳
し
い
こ
と
は
３
ペ
ー
ジ
）

■
高
萩
市
立
高
萩
中
学
校
危
険
校
舎
改

築
工
事
請
負
契
約
（
４
ペ
ー
ジ
）

陳
情
請
願
報
告

－
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●

高
萩
の
市
制
施
行
加
周
年
を
記
念
し
き
の
刈
り
こ
ゑ
に
か
こ
ま
れ
た
自
然
石

市
役
所
玄
関
前
に
「
愛
の
讃
歌
」
と
名
の
上
に
、
市
の
花
「
は
ぎ
」
‐
イ
タ
ー
ジ

付
け
ら
れ
た
、
お
と
め
ふ
た
り
の
等
身
か
ら
構
成
し
た
と
い
わ
れ
る
お
と
め
の

大
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
像
「
愛
の
讃
歌
」
（
銘
は
鈴
木
藤
太
高

こ
れ
は
ゞ
松
久
保
工
業
団
地
に
進
出
萩
市
長
書
）
が
ひ
ろ
う
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
永
谷
園
本
舗
か
ら
寄
付
さ
れ
た
も
こ
の
除
幕
式
の
あ
と
市
中
央
公
民
館

の
で
、
制
作
者
は
本
市
出
身
の
一
陽
会
で
、
第
４
回
市
民
表
彰
、
市
制
功
労
者

会
員
の
彫
塑
家
、
茨
城
大
学
助
教
授
山
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
プ
ロ
嬢
ン
父
像
の

崎
猛
さ
ん
（
“
）
で
、
半
年
間
か
け
て
建
立
に
協
力
さ
れ
た
、
山
崎
猛
さ
ん
、

つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
永
谷
園
本
舗
、
西
村
美
術
鋳
造
所
、
修

除
幕
式
は
、
月
即
日
、
芳
賀
よ
し
糸
景
の
板
橋
利
雄
さ
ん
（
東
本
町
）
と
沢

ち
や
ん
（
６
）
Ⅱ
大
和
町
と
鈴
木
利
香
畑
兼
滋
さ
ん
（
日
立
市
）
に
、
市
長
か

ち
や
ん
（
６
）
Ｉ
春
日
町
の
ふ
た
り
の
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

手
で
行
な
わ
れ
、
大
円
型
の
中
の
さ
つ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
は
１
．
ヘ
ー
ジ
）

Ｐ
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Ｆ
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ニ
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一

二
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口
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〉
」
の
度
は
、
故
郷
・
高
萩
の
地
に
つ
く
し
む
二
人
の
お
と
め
の
可
憐
さ

剛
等
身
大
の
ブ
ロ
ン
ズ
群
像
を
建
て
さ
を
構
成
し
て
み
ま
し
た
。
左
手
を
挙

仙
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
げ
た
お
と
め
に
は
「
希
望
」
と
「
慈

岬
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
市
制
施
行
愛
」
を
、
そ
り
か
え
る
お
と
め
に
は

Ⅱ

細
別
周
年
を
記
念
し
て
、
市
長
さ
ん
の
「
信
頼
」
と
「
尊
敬
」
を
、
そ
れ
ら

伽
願
い
「
愛
の
讃
歌
」
を
こ
の
記
念
像
を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
美
し
い
ボ
ー
に
．
…
・
・
」
と
願
い
な
が
ら
、
愛
の
讃
州

岬
に
托
し
て
承
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ズ
に
表
現
し
、
気
品
の
高
い
作
品
に
歌
を
私
達
心
の
中
に
う
た
い
続
け
た
叩

州
全
体
の
形
態
は
市
の
花
「
は
ぎ
」
ま
と
め
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
そ
い
と
思
い
ま
す
。

叩
の
姿
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
発
想
さ
せ
ま
し
て
、
野
外
に
置
か
れ
る
像
は
、
周
（
原
文
の
ま
ま
）
卜

恥
し
た
が
、
蹄
動
的
な
力
強
さ
と
、
い
囲
の
環
境
に
か
な
り
影
響
さ
れ
ま
す
ｉ
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『
お
と
め
の
群
像
』
を
建
立

市
制
別
周
年
を
記
念
し
て

「
愛
の
讃
歌
」
に
寄
せ
て

Ⅱ

高
萩
市
市
民
憲
章
は
、
市
民
憲
章
審

議
会
調
人
（
花
園
教
之
会
長
）
で
検
討

の
で
、
台
石
や
植
込
み
と
の
つ
り
あ
叩

い
に
は
と
く
に
気
を
配
っ
て
頂
き
ま
叩

し
た
。「
こ
の
像
が
、
市
民
の
承
な
さ
ん
叩

に
い
つ
ま
で
も
祝
福
さ
れ
ま
す
よ
う
州

『画F＝

I燗

市
の
発
展
と
生
活
向
上
に

市
民
憲
章
を

猛

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
、
月
Ⅳ
日
市
長

に
答
申
、
、
月
泌
日
に
開
か
れ
た
臨
時

市
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ｎ

月
１
日
告
示
、
制
定
（
本
号
１
．
ヘ
ー
ジ

の
と
お
り
）
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
憲
章
は
高
萩
市
民
が
共
通

の
市
民
結
神
を
求
め
そ
れ
を
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
な
が
ら
高
萩
市
の
発
展
と

市
民
生
活
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
。
そ

し
て
、
全
市
民
が
勇
気
と
希
望
を
も
っ

て
お
互
い
の
幸
せ
を
願
い
、
よ
り
よ
い

市
民
に
な
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
指
針
に

し
よ
う
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
報
１
７
２
号
（
市
民

憲
章
特
集
）
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

市
民
の
み
な
さ
ん
全
体
の
願
い
を
こ
め

よ
う
と
、
町
内
会
を
通
じ
１
，
０
０
０

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
ま
し

制

定 市民憲章を鈴木市長（後姿）に答申す

る左手前から花園、笠谷、鈴木審議会

のみなさん

た
。
こ
の
結
果
、
８
３
１
通
の
Ⅲ
答
が

あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
ほ
ん
と
う
に
あ

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
こ
れ
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
９
回
（
う
ち
起

草
委
員
会
５
回
）
の
会
議
を
開
い
て
高

萩
市
民
憲
章
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
市
民
憲
章
は
、
市
民
運
動
と
あ

わ
せ
て
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
民
の
詮
な
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
業
用
水
道
の

給
水
は
じ
ま
る

松
久
保
工
業
団
地
に
給
水
す
る
た
め

昭
和
“
年
に
着
工
し
た
工
業
用
水
道
か

完
成
し
、
９
月
６
日
鈴
木
市
長
を
は
じ

め
関
係
者
が
出
席
し
て
通
水
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

北
方
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
水
道
施
設

は
、
４
キ
ロ
離
れ
た
同
団
地
に
１
日
最

高
２
万
ト
ン
の
水
の
給
水
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
た
ん
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
は
５
団
体

昭
和
鉛
年
度
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
花

だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
蛆
団
体
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
、
審
査
の
結
果
次
の
５

団
体
が
優
秀
賞
を
受
け
ま
し
た
。

○
地
域
団
体
の
部

た
つ
ご
子
供
会
朝
日
子
供
会

○
職
場
高
萩
警
察
署

○
学
校
秋
山
中
学
校
東
小
学
校
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晴れの

蕊蕊議蕊議
8人2団体に

卜
第
４
回
市
民
表
彰
式
が
、
ｎ
月
”
日
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
愛
の
讃
歌
」
の
除
幕
州

州
式
の
あ
と
、
市
制
施
行
加
周
年
記
念
表
彰
と
あ
わ
せ
、
市
中
央
公
民
館
で
行
岫

仙
な
わ
れ
ま
し
た
。

帆
こ
れ
は
、
住
承
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
州

州
る
人
女
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
表
彰
４
人
、
ほ
う
賞
４
人
２
団
体
恥

岬
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

｜
市
民
表
彰
一
さ
魂
椎
。
義
公
さ
ん
（
だ
）

鈴
木
道
雄
さ
ん
（
祁
）
赤
浜
無
職

安
艮
川
税
理
士
昭
和
師
年
か
ら
皿
年
間
、
市
教
育
委

昭
和
虹
年
か
ら
高
萩
協
同
病
院
の
事
員
と
し
て
地
方
教
育
行
政
の
進
展
に
寄

務
長
と
し
て
、
農
村
医
療
の
重
要
性
を
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
多
年
遺
族
会
会
長

認
識
さ
れ
施
設
の
充
実
発
展
に
貢
献
さ
民
生
委
員
と
し
て
遺
族
の
援
護
と
地
域

れ
た
。
ま
た
、
高
萩
市
内
の
農
協
合
併
社
会
の
福
祉
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る

に
努
力
さ
れ
初
代
組
合
長
に
就
任
、
農
沼
田
章
さ
ん
（
池
）

業
の
振
興
に
寄
与
し
た
。
一
方
、
多
年
秋
山
無
職

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
発
展
に
努
力
多
年
民
生
委
員
、
心
配
ご
と
相
談
員

Ｅ
就
任
、
農
沼
田
章
さ
ん
（
池
）

一
方
、
多
年
秋
山
無
職

亮
展
に
努
力
多
年
民
生
委
員
、
心
配
ご
と
相
談
員

と
し
て
、
要
保
護
者
や
援
護
を
要
す
る

人
た
ち
の
相
談
相
手
と
な
り
、
地
域
住

、
亜
〃

藤
７
人

民
の
福
祉
の
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る

佐
鉢
艫
ま
た
、
秋
山
益
壮
会
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

柚
木
翠

田
鈴
の
長
と
し
て
、
活
発
な
会
の
迩
営
と
会
員

員
恥
蜘
の
指
導
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

柴
田
長
市
さ
ん
（
和
）

砺
佃
林

本
町
呉
服
店
主

石
田
ｆ

、
須
入
昭
和
溺
年
、
本
町
商
店
会
を
結
成
し

長
、
道

市
保
く
会
長
と
な
り
、
本
町
通
り
商
店
街
を
ネ

木
久
木

オ
ン
灯
で
飾
る
な
ど
、
環
境
整
備
と
販

鈴
吉
鈴

、
、
ら
売
促
進
に
活
躍
さ
れ
た
。
ま
た
、
多
年

田
役
か

沼
入
左
市
商
工
会
の
役
員
と
し
て
、
本
市
商
工

、
収
上

業
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。

田
田
右

一
．
市
民
ほ
う
賞
一

柴
村
、

ら
ら
役

か
か
助

左
左
田
佐
藤
喜
夫
さ
ん
（
渦
）

列
列
山

前
後
下
東
本
町
園
芸
店
主

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
参
加
し

蕊
伽

即

卸

唖

Ⅱ

蝉

溌

《

州

一

》

』

脾

》

ぞ

匙

雪

．

》

ｒ

癖

群

毒
Ⅲ
・
お
山
ロ
密
》
『
罐
手
謹
璋
鐸
州
一
毎
一
奇
一
一
》
叱
一‐
設

川

粋

虻

＃

Ｊ

守

Ｌ

罰

手

Ⅱ

Ⅱ

建

叫

・

謀

壷

書

彦

聯

磯

川

獄

誌

毒

拳

識

菅

藩

・

妾

二

口

三

菫

宇

ニ

ニ

ロ

ニ

二

三

一

呂

二

一

二

・

一

二

弓

『

一

三

・

口

二

一

Ｆ

ロ

畠

二

言

ロ

Ｆ

二

一

一

呂

一

菫

宮

二

二

画

”

”

三

三

二

二

年

二

一

呂

一

室

二

二

一

二

呂

二

二

』

二

菫

弓

二

言

目

一

三

一

吾

呂

一

二

盲

【

二

二

・

二

言

二

二

一

二

ｇ

二

三

三

二

一

二

・

三

三

画

二

写

二

二

二

』

二

二

二

二

二

て
、
市
内
各
所
に
ア
ン
ズ
、
ド
ヲ
セ
ナ
市
の
体
育
指
導
員
、
青
少
年
相
談
員

な
ど
の
樹
木
を
無
償
で
植
え
る
な
ど
、
と
し
て
、
子
供
会
、
婦
人
会
、
青
少
年

市
内
の
環
境
整
備
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
な
ど
に
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

鈴
木
一
氷
造
さ
ん
（
団
）
の
指
導
を
す
る
な
ど
、
体
育
の
振
興
、

島
名
農
業
青
少
年
の
雌
全
育
成
に
努
力
さ
れ
て
い

消
防
団
員
と
し
て
妬
年
間
、
市
民
の
る
。

生
命
と
財
産
を
保
護
す
る
消
防
人
と
し
高
萩
青
年
会
議
所

て
活
躍
さ
れ
た
。
昭
和
製
年
か
ら
は
市
常
に
、
公
共
の
福
祉
、
明
る
く
豊
か

消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
市
の
消
防
行
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て

政
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
い
る
。
特
に
、
献
血
運
動
に
つ
い
て
は

田
中
長
兵
衛
さ
ん
（
団
）
率
先
し
て
協
力
し
、
そ
の
重
要
性
を
Ｐ

春
日
町
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
Ｒ
す
る
な
ど
、
そ
の
行
為
は
市
民
か
ら

昭
和
調
年
、
市
盲
人
協
会
（
後
に
視
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

党
障
害
者
協
議
会
と
改
称
）
の
結
成
に
「
９
６
」
を
守
る
会

尽
力
、
会
長
に
推
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
消
え
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
蒸
気
機
関

妬
年
か
ら
県
の
身
体
障
害
者
相
談
員
に
車
通
称
妬
（
キ
ュ
ウ
ロ
ク
）
型
を
国
鉄

委
嘱
さ
れ
る
な
ど
、
障
害
者
の
援
護
と
か
ら
借
り
受
け
、
昭
和
卿
年
に
高
浜
グ

自
立
更
生
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ド
に
設
置
以
来
、
そ
の
保
存
、
整

須
田
勝
好
さ
ん
（
妬
）
備
点
検
、
渭
掃
な
ど
に
献
身
的
に
奉
仕

高
浜
町
サ
ー
ビ
ス
業
さ
れ
て
い
る
。
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守
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●
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◆
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中
。
Ｏ
●

●
申
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ノ
ユ９４Ⅱ

｝
太
叩

刀
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争
争
９
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９
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凸
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０
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◆
９
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■
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●
。

市
制
施
行
加
周
年
を
記
念
し
て
、
市

勢
の
発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
人
々

の
表
彰
式
が
、
ｎ
月
加
日
市
中
央
公
民

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
自
治
功
労
者
な
ど
１
２

８
人
に
表
彰
状
、
哩
人
に
感
謝
状
が
そ

れ
ぞ
れ
記
念
品
と
あ
わ
せ
て
、
鈴
木
市

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
〉

自
治
功
労
者

故
小
峰
威
夫
Ⅱ
島
名
安
村
篤
Ⅱ
安

良
川
綿
引
倉
蔵
Ⅱ
水
戸
市
岩
本
啓

治
Ⅱ
本
町
故
吉
久
保
喜
夫
Ⅱ
本
町

鈴
木
一
司
１
本
町
鈴
木
重
光
Ⅱ
横

川
大
高
徳
次
Ⅱ
安
良
川

鈴
木
藤
雄
Ⅱ
大
和
町
吉
田
秀
吉
Ⅱ

高
戸
大
和
田
知
之
Ⅱ
有
明
町
阿
部

正
寿
Ⅱ
上
手
綱
鈴
木
好
之
Ⅱ
島
名

棚
谷
立
夫
Ⅱ
秋
山
石
安
太
郎
Ｉ
春
日

町
鈴
木
朝
記
Ⅱ
樮
川
大
部
蕪
Ｉ
中

戸
川
小
松
正
治
Ⅱ
春
日
町
豊
田
武

門
Ⅱ
枇
川
矢
代
良
三
Ⅱ
安
良
川
大

久
保
清
Ⅱ
上
手
綱
大
部
重
高
Ⅱ
秋
山

中
島
豊
Ⅱ
秋
山
上
田
助
重
Ⅱ
東
本
町

穂
積
政
次
Ⅱ
上
手
綱
藤
井
実
Ⅱ
有
明

町

神
長
吉
衛
Ⅱ
大
和
町
広
木
允
明
Ⅱ

若
栗
細
金
繁
Ⅱ
赤
浜

笠
谷
喜
之
助
Ⅱ
安
良
川
永
山
美
休

下
手
綱
原
口
良
英
Ⅱ
高
萩

下
山
田
尚
方
Ⅱ
秋
山
樋
渡
喜
一
Ⅱ

市
制
施
行
釦
周
年
を
記
念
し
て

自
治
功
労
者
な
ど
川
人
を
表
彰

大
和
町
井
坂
辰
夫
Ⅱ
高
戸
下
山
田
栄
三
郎

上
手
綱
今
川
香
Ⅱ
高
戸
大
森
四
郎

秋
山
鈴
木
持
知
Ⅱ
大
能
弓
野
仁
Ⅱ

秋
山石
川
信
吉
Ⅱ
本
町
箕
川
勝
Ⅱ
東
本

町

大
都
貞
喜
Ⅱ
秋
山
川
井
武
Ⅱ
島
名

江
尻
三
之
亟
Ⅱ
本
町
弓
野
五
左
衛
門

中
戸
川
大
久
保
一
Ⅱ
下
手
綱
鈴
木

政
雄
Ⅱ
赤
浜

石
平
典
Ⅱ
本
町
佐
藤
健
雄
Ⅱ
本
町

大
高
晴
男
Ⅱ
安
良
川
山
口
安
一
Ⅱ
安

良
川
佐
川
誠
太
郎
Ⅱ
上
君
田
佐
川

忠
義
Ⅱ
大
能
小
池
正
人
Ⅱ
本
町
本

郷
芳
Ⅱ
安
良
川
佐
川
好
和
Ⅱ
大
和
町

木
原
市
平
Ⅱ
有
明
町
鈴
木
八
郎
Ⅱ
本

町
大
高
智
衛
Ⅱ
有
明
町
豊
田
利
晴

高
浜
町
矢
吹
和
典
Ⅱ
有
明
町
神
代

健
Ⅱ
上
手
綱
二
瓶
省
三
Ⅱ
高
萩
石

田
富
吉
Ⅱ
大
和
町
矢
代
利
男
Ⅱ
安
良

川
鈴
木
保
三
郎
Ⅱ
横
川
野
木
都
吉

欄
川
沼
田
亨
Ⅱ
上
手
綱
矢
代
正
史

安
良
川
金
沢
和
夫
Ⅱ
高
萩
神
長
啓

二
Ⅱ
東
本
町
佐
川
庄
一
Ⅱ
上
君
田

小
林
正
Ⅱ
安
良
川

民
生
福
祉
功
労
者

渡
辺
竹
彦
Ⅱ
有
明
町
政
井
光
之
助

肥
前
町
大
徳
辰
雄
Ⅱ
下
君
田
星
さ

と
Ⅱ
上
手
綱
佐
藤
享
子
Ⅱ
上
手
綱

永
山
た
け
Ⅱ
下
手
綱
柴
田
萩
子
Ｉ
高

委
任
状
が
「
代
理
人
選
任
届
」
に

市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

高
萩
巾
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
（
皿
月
１
日
か
ら
）
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
や
変
更
登
録
、
印
鑑
証
明
交
付
手
統
き
な
ど
の
申

請
を
す
る
の
に
、
本
人
が
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
山
で

手
続
き
を
代
理
人
に
委
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
今
ま
で
は
「
委
任
状
」
（
収
入
印

紙
訓
円
が
必
要
）
を
添
え
て
代
理
人
が
手
続
き
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
こ
の
「
委
任
状
」
を
「
委
任
を
証
す

る
書
面
」
と
改
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
「
委
任
を
証
す
る
書
面
」
、
収
入
印
紙
を
必

要
と
し
な
い
代
理
人
選
任
届
を
添
え
て
申
請
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
様
式
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
用
紙
は
便
せ
ん

や
ワ
ラ
紙
の
よ
う
な
も
の
で
け
つ
こ
う
で
す
。
な
お
、
代
理
人

選
任
届
は
、
今
ま
で
の
委
任
状
と
同
じ
く
、
必
ず
委
任
者
本
人

が
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
沼
田
ヨ
シ
Ⅱ
若
栗
金
沢
錘
久
Ⅱ
若
栗
金
沢
一
郎
Ｉ
大
感
謝
状
贈
呈

佐
藤
一
夫
Ⅱ
島
名
遠
藤
光
静
Ⅱ
赤
和
町
菊
地
広
Ⅱ
福
平
早
川
実
Ⅱ
安
小
山
政
男
Ⅱ
上
手
綱
北
畠
暢
男
Ⅱ

浜
良
川
神
代
平
Ⅱ
上
手
綱
大
和
田
信
本
町
佐
川
安
応
Ⅱ
大
能
飯
田
邦
昭

教
育
文
化
功
労
者
安
良
川
細
金
新
一
Ⅱ
春
日
町
島
名
近
藤
孝
一
Ⅱ
秋
山
佐
藤
隆
一

永
山
公
平
Ⅱ
大
和
町
若
松
政
次
Ⅱ
治
安
功
労
者
安
良
川
根
本
栄
Ⅱ
島
名
鈴
木
一
二

大
和
町
宮
内
嘉
一
郎
Ⅱ
本
町
飯
島
鈴
木
勝
晴
Ⅱ
下
君
田
黒
尾
良
Ⅱ
春
上
君
田
篠
原
新
一
郎
Ⅱ
下
手
綱
大

友
雄
Ⅱ
大
和
町
樫
村
之
男
Ⅱ
大
和
町
日
町
下
山
田
義
郎
Ⅱ
上
手
綱
小
林
部
昭
雄
Ⅱ
秋
山
鈴
木
茂
Ⅱ
東
本
町

沼
田
吉
人
Ⅱ
高
萩
鈴
木
猷
Ⅱ
下
君
高
弘
Ⅱ
大
和
町
高
信
久
男
Ⅱ
安
良
川
寺
岡
七
郎
Ⅱ
肥
前
町

田
大
部
清
Ⅱ
中
戸
川
鈴
木
広
一
Ⅱ
島
名
坂
本
勝
美
Ⅱ
秋
山
］
富
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
言
冨
一
三
二
二
二
二
二
二
富
二
三
二
三
二
三
三
二
二
二
三
薑
三
三
．

大
森
キ
ク
Ⅱ
下
手
綱
益
子
き
ゑ
代
宇
佐
美
威
Ⅱ
秋
山
柴
田
香
Ⅱ
高
萩
Ⅲ
Ⅲ
交
通
事
故
相
談

大
和
町
大
和
田
き
ぐ
Ⅱ
有
明
町
小
野
忠
義
Ⅱ
赤
浜
下
山
田
源
太
郎
Ⅱ
Ⅷ
Ⅲ

（
無
料
）
Ⅱ

小
野
崎
千
代
麿
Ⅱ
春
日
町
樋
渡
文
上
手
綱
鈴
木
孝
三
Ⅱ
上
手
綱
作
山
Ⅲ
川
と
き
１
月
８
日
（
水
）

子
Ⅱ
大
和
町
沼
田
吉
之
Ⅱ
大
和
町
友
信
Ⅱ
上
手
綱
鈴
木
清
市
Ⅱ
大
能

午
前
加
時
か
ら
午
後
４
時
Ⅲ

保
健
衛
生
功
労
者
豊
田
恒
Ⅱ
上
君
田
鈴
木
彰
Ⅱ
下
君
田
州
Ⅲ
Ⅲ

福
光
寿
Ⅱ
春
日
町
永
井
直
一
Ⅱ
東
鈴
木
義
一
Ⅱ
横
川
佐
川
健
一
Ⅱ
大
能
Ⅲ
と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館
川

本
町
豊
田
満
雄
Ⅱ
中
戸
川
‐
内
容
交
通
事
故
専
門
の
相
談
Ⅱ

Ⅱ

産
業
功
労
者
土
井
克
巳
Ⅱ
本
町
］
二
二
三
二
二
二
二
二
二
一
三
二
三
二
二
二
二
二
二
一
二
一
二
一
二
三
二
三
二
二
二
二
二
三
二
一
二
二
一
ョ

■

三

一

二

一

二

一

二

一

室

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

二

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

］

｜

一

亭

一

二

二

一

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

’

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

代理人選任届
(代理人）住 所

氏 名

生年月日

上記の者に次のことを委任したので届けます。
言iコ
ロし

1． 印鑑登録証明書 通を受領すること。
2． 印鑑登録申請をすること

3． 印鑑登録を変更すること。
4． 印鑑登録廃止届をすること。

昭和 年 月 日
(印鑑登録人）

住 所

氏 名 ③
生年月日

高萩市長殿

可可句

－／／d_
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市民砿蕊ご岳;ろ悪

燭f職#職！功#
識

灘
蟇凄登蕊鐘

蕊
詮ご藍曾二 1龍

諺

騨溌

h

殿

▽l ( ) ﾉj211 1から24 1]の4日| 'jil ．市営野球

陽で第29回[国民体育大会一般準硬式野球

競技が行なわれ、 24日には高松宮殿下が

おいでになり熱心にご観戦なされました

11｣.民のみなさんの協ﾉJのもとに行なわれ

たこの大会は、遠来の選手をはじめ各方

川からたし､へんな好評と謝辞を得て、成

功J〕うちに無事終りました｡ |｣.民のみな

さんのまごころに厚くお礼11し上げま÷

熱

謝

碓

皿

繩

陣

燕

嘩

篝
△好試合の連続

全国から選ばれた10チームにより、各

試合ともハツスルフ｡レーの熱戦がくりひ

ろげられ、鶯宮製作所（埼玉県）が岡山

機関区（岡山県）を2対0で破り優勝しま

した。

△「科学の火」がリレー

10月14． 15日、東海村原子力研究所で

採火した「科学の火」が、市内21区間を

437人の手によってリレーされました。

沿道では、たくさんの市民のみ､なさんに

迎えられました。鴬騨蕊辮

溌灘 獺
醗
斗難
国
体
写
真
狩
蘂
《

、国体食も好評

開始式から連日、スタンドは多くの市

民がつめかけ声援をおくっていました。

選手・役員は「まこ．ころ食」や市民の糸

なさんの歓迎をたいへん喜んでいました

△(笛場譽)全員が入賞
全国身障者スポーツ大会

第10回全国身障者スポーツ大会が11月

2．3日、笠松運動公園で開催され、本市

から県代表として出場した5選手、全員

が入賞するという活躍をされ、 11月16日

このよろこびを鈴木市長に報告しました

○舟生東光さん＝上手綱ソフトボール投

げ・優勝、 100加競走･第3位○堀田寿子

さん＝島名、 ソフトボール投げ・優勝、

60m車椅子競走・第3位○板垣勇さん＝

駒木原、水泳50醜平泳・優勝、砲丸投げ

第4位○小寺透さん＝高浜町水泳50脚

自由形・優勝○長谷川賢次さん＝駒木原

盲人野球〈投手） ・第3位

本市出場者が活躍

○バスケットボール商校女子＝第3位

平沢妙子、金子博子、岡部絹子、田村

智美、村上方子選手（日立女子高校）

○ラクピーフツトボール教員の部＝優勝

光野修一選手（高萩工高教員）

○同高校の部A ﾛｯｸ＝第2位

神代千秋選手（高献高校）

－774
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今
恐

踏
切
で
は
必
ず
一
た
ん
停
止
し
て
、

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
通
行
す
る
こ
と

に
し
ま
し
よ
う
。
特
に
し
や
断
機
が
閉

じ
ら
れ
よ
う
と
す
る
と
き
や
閉
じ
て
い

る
間
、
ま
た
は
警
報
機
が
警
報
を
発
し

て
い
る
間
は
、
絶
体
に
踏
切
に
入
ら
な

い
よ
う
交
通
規
制
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
が
踏
切
で
と
ま
っ
た
と
き
は
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

何
よ
り
も
さ
き
に
、
次
の
よ
う
な
方
法
◎
そ
の
他
の
踏
切
列
車
を
と
め
て
か
ら
、
次
に
付
近
の

で
列
車
を
と
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
最
初
に
、
自
動
車
に
備
え
つ
け
人
の
協
力
を
求
め
て
自
動
車
を
と
り
の

◎
複
線
区
間
の
カ
ン
カ
ン
踏
切
て
あ
る
信
号
煙
管
や
赤
旗
な
ど
を
円
形
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
最
初
に
、
ど
ち
ら
・
堅
方
の
筈
に
振
っ
て
合
図
し
な
が
ら
、
列
車
の
く
◎
国
鉄
で
は
、
列
車
を
停
止
さ
せ
て
も

報
機
の
下
に
つ
い
て
い
る
黒
い
箱
の
ポ
る
方
向
に
む
か
っ
て
走
り
、
危
険
を
知
自
動
車
運
転
者
か
ら
賠
償
金
は
と
り
ま

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
三
一
毒
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
’
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一

(寄稿）寄稿
踏
切
事
故
を
な
く
そ
う

ま
ず
最
初
に
列
車
に
合
図
を

寂学綱蝿蕊魂競認識鍵蕊i
寺 J& 覇議砿ゐ発蕊鑑識窪
茨城キリスト教大学助教授

発堀調査団長志田 諄
一

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
（
カ
バ
ー
を

割
っ
て
、
側
面
の
ラ
ン
プ
が
つ
く
ま
で

押
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
タ
ン
を
押
す
と

付
近
の
信
号
煙
管
が
発
火
し
、
信
号
が

赤
に
な
り
ま
す
。
）

列
車
を
と
め
て
か
ら
、
次
に
付
近
の

人
の
協
力
を
求
め
て
自
動
車
を
と
り
の

下
手
綱
字
下
小
島
に
あ
る
リ
ュ
ウ
ガ
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
新
編
常

イ
城
跡
は
、
リ
ュ
ウ
ガ
イ
古
屋
敷
跡
、
陸
国
誌
に
は
、
下
手
綱
砦
跡
は
東
西
三

下
手
綱
砦
（
と
り
で
）
跡
と
も
呼
ば
れ
○
間
、
南
北
六
○
間
、
土
塁
の
跡
が
今

て
い
る
。
リ
ュ
ウ
ガ
イ
は
要
害
の
な
ま
で
も
あ
り
、
土
地
の
人
は
竜
子
山
城
の

っ
た
も
の
で
、
要
害
と
い
う
言
葉
に
は
支
垂
だ
と
言
っ
て
お
り
、
箕
水
漫
録
に

「
地
勢
が
け
わ
し
く
て
、
敵
を
防
ぐ
の
は
芳
賀
主
水
（
も
ん
ど
）
と
言
う
人
が

に
都
合
の
よ
い
場
所
」
と
か
、
「
と
り
城
主
だ
と
承
え
て
い
る
と
記
し
て
い
る

で
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
標
高
蛆
メ
応
今
回
の
発
堀
調
査
は
、
こ
の
城
跡
の

－
ト
ル
前
後
の
丘
陵
山
地
の
究
端
部
付
精
密
な
実
測
図
の
作
成
と
発
堀
を
目
的

近
に
築
か
れ
た
こ
の
城
跡
は
、
江
戸
時
と
し
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
の
調
査
で

代
の
こ
ろ
か
ら
人
び
と
の
注
意
を
ひ
い
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

て
い
た
ら
し
く
、
松
岡
地
理
誌
に
は
こ
い
る
。

の
古
屋
敷
は
館
の
坊
の
南
西
に
あ
り
何
こ
の
城
跡
か
ら
縄
文
・
弥
生
・
古
噴

人
の
居
所
か
は
知
ら
な
い
が
、
西
側
は
時
代
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
古
く
か

山
の
背
が
少
し
低
く
、
わ
ず
か
に
堀
切
ら
人
び
と
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か

り
が
あ
っ
て
小
島
山
に
続
き
、
里
人
は
つ
た
。
ま
た
南
西
側
の
山
腹
に
古
代
の

館
の
坊
の
馬
乗
り
場
だ
と
言
い
伝
え
て
墓
の
一
つ
で
あ
る
横
穴
が
五
基
開
口
し

せ
ん
。
運
転
者
の
不
注
意
で
踏
切
事
故
ま
す
。
今
か
ら
詮
な
さ
ん
で
「
ノ
ー
包

が
発
生
し
た
場
合
は
、
損
害
額
な
ど
大
装
運
動
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

き
な
賠
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
○
手
さ
げ
や
フ
ロ
シ
キ
を
も
っ
て
買
物

ま
せ
ん
の
で
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
気
を
つ
に
行
き
ま
し
よ
う
。

け
て
く
だ
さ
い
。
○
家
庭
か
ら
出
す
〃
コ
ミ
を
、
な
る
べ
く

（
水
戸
鉄
道
管
理
局
）
少
な
く
し
ま
し
よ
う
。

言
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
」
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

て
お
り
、
も
つ
と
発
見
さ
れ
る
可
能
性
れ
、
南
に
入
口
が
あ
っ
て
参
道
が
城
跡

が
あ
る
。
の
究
端
部
ま
で
の
び
て
い
る
。
こ
の
遺

し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
は
原
始
・
古
構
か
ら
み
る
と
、
こ
こ
に
神
社
が
あ
つ

代
・
中
世
に
ま
た
が
る
複
合
遺
跡
で
あ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
土
地

る
。
中
世
関
係
の
遺
物
は
土
塁
や
本
郭
の
人
の
口
伝
や
文
書
に
は
神
社
の
話
は

内
か
ら
、
古
備
前
（
こ
び
ぜ
ん
）
の
水
で
て
こ
な
い
。

甕
（
か
め
）
破
片
、
古
瀬
戸
灰
釉
小
碗
北
側
の
空
堀
（
か
ら
ぼ
り
）
に
つ
ら

（
は
い
ゆ
う
こ
わ
ん
）
、
鉄
釉
天
目
（
な
る
土
塁
は
、
塚
の
虻
う
な
も
の
が
七

て
つ
ゆ
う
て
ん
も
く
）
形
小
碗
破
片
や
つ
も
ゑ
ら
れ
る
変
形
土
塁
で
、
こ
れ
も

そ
の
他
の
甕
、
壺
の
破
片
、
石
臼
の
破
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
こ

片
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
の
城
を
め
ぐ
る
時
代
背
景
、
構
造
上
の

陶
磁
片
は
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
か
ら
問
題
、
武
士
や
農
民
の
生
活
な
ど
、
詳

戦
国
時
代
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
城
が
細
は
調
査
完
了
後
に
発
刊
さ
れ
る
報
告

室
町
時
代
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
書
で
お
知
ら
せ
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

違
い
な
い
。
こ
の
調
査
に
ご
配
慮
を
た
ま
わ
っ
た

城
跡
中
央
の
部
分
に
一
辺
約
一
五
メ
鈴
木
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者

１
ト
ル
の
正
方
形
の
土
塁
が
め
ぐ
ら
さ
市
民
の
協
力
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す

「
ノ
ー
包
装
運
動
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

は
ま
な
す
生
活
学
校
（
委
員
長
大
森

キ
ク
さ
ん
）
で
は
、
資
源
を
大
切
に
し

よ
う
と
ノ
ー
包
装
運
動
を
く
り
広
げ
て

い
ま
す
。
現
在
、
野
菜
、
魚
、
果
物
、

菓
子
類
の
う
ち
で
、
必
要
と
し
な
い
包

装
ビ
’
－
１
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
な

く
す
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。
・
コ
ミ
公

害
の
も
と
に
な
る
む
だ
な
包
装
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
圧
迫
し
よ
う
と
し
て
い

－77負一
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■9月1日、高萩中体育館で第う回ママき

んバレーボール大会が開催され、 11チー

ムが参加して熱戦がくりひろげられまし

た，①東チーム②日本加工製紙ママさん

⑧高萩小学校PTA(B) =写真①＝

■9月15口、高萩海岸サイクリングゾー

ン（1.800”で「おはよう子供サイクリ

ング大会」が開かれ、チビッ子たち300

人が「愛車」に乗って参加午前6時から

約1時間潮風をいつぱいに受けながらサ

イクリングを楽しみました＝写真②＝

■国鉄官舎跡にバスターミナルが新設さ

れ、高萩駅前広場がグーンと広がりまし

た。ターミナルナンバーは①～④番まで

国鉄バス、⑤～⑧番が日立電鉄で、 9月

15日からバスの発着がはじまりました。

＝写真③＝

■第2回高萩市長杯軟式野球大会は、

9j115.22.23.29口の4日間市営野球場な

ど4会場で、 48チームが参加して好試合

が展開されました。①NK･OB②商萩

クラブ③高水クラブ ＝写真④＝

■第5回市民あるく会は、秋晴れの10月

10日国体PRをかねて、市役所一高萩駅

一海岸一高萩中学校まで約6キロのコー

スを、鈴木市長をはじめ市民のみ､なさん

600人が元気に行進しました｡＝写真⑤＝

■10月101 1第1回市民音楽祭が高萩中体

育館で開かれ、 「TI]民ばやし」を作詞し

「市民の歌」を補作をした森菊蔵さんが

司会役で、幼稚園から中学生、 ‐ママさん

たち約900人が参加して合唱や器楽演奏

をひろうしました。最後に「高萩市民の

歌」が発表され、鈴木市長のタクトで声

高らかに合唱しました。＝写真⑥＝

■｢|丁制施行20周年の妃念行事のひとつと

して、NHKラジオ瀞＃｢l. 「歌の星座」公

開録音が、 10月13日高萩問校体育館で開

かれました。キヤシー中島さんの司会で

浅田美代子、安西マリア、アン・ルイス

ちあきなおみ､、西郷輝彦、芦川まことさ

んの人気歌手の出演で、会場は若い人た

ちでいっぱいでした。 ＝写真⑦＝

■11月10日、第5回高萩市民号は福島県

11i '54-､500人で訪れ、龍山の紅蕊を観

賞したあと、相馬T|丁民会館で地元の民謡

を十分に楽し象ました。 ＝写真⑧＝
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こ
と
し
の
健
康
優
良
児
の
表
彰
式
が
⑥
鈴
木
幸
治
（
賢
治
）
高
戸
↓

、
月
喝
日
市
役
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
⑦
柴
田
紀
（
漢
司
）
高
浜
町

こ
の
日
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
⑧
杉
本
貴
之
（
勝
人
）
高
浜
町

の
は
、
昭
和
蛤
年
６
月
１
日
か
ら
網
年
⑨
寺
門
勝
（
利
勝
）
有
明
町

５
月
皿
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
や
ん
⑩
古
川
豊
（
実
）
安
良
川

で
、
５
１
２
人
の
う
ち
第
１
審
査
で
選
⑪
寺
門
史
貴
（
利
雄
）
秋
山

ば
れ
た
男
子
女
子
各
過
人
の
計
妬
人
で
⑫
所
哲
哉
（
賢
次
）
駒
木
原

す
。
⑬
鈴
木
学
（
政
行
）
下
君
田

○
番
号
は
写
真
番
号
、
（
）
は
保
護
女
子
健
康
優
良
児

者
名
で
す
。
（
敬
称
略
）
⑭
水
上
静
（
哲
夫
）
大
和
町

男
子
健
康
優
良
児
⑮
豊
田
彩
子
（
守
）
上
君
田

①
井
上
憲
司
（
亮
）
石
滝
⑯
柴
田
桂
良
（
正
治
）
石
滝

②
今
川
博
之
（
清
）
本
町
⑰
正
木
啓
子
（
和
男
）
東
本
町

③
大
金
勝
（
洋
己
高
浜
町
⑱
細
金
智
子
（
秀
隆
）
赤
浜

④
木
村
正
光
（
輝
光
）
安
良
川
⑲
比
佐
野
弘
子
（
昇
）
東
本
町

⑤
沼
田
益
利
（
宇
彦
）
安
良
川
⑳
糸
井
由
香
（
民
夫
）
本
町 ；

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
た
ち

こ
と
し
は
邪
人
を
表
彰

⑳
吉
田

⑳
渡
辺

⑳
塩
手

⑳
弓
野

⑳
小
川

⑳
佐
藤

騨蝿騨

永
年
出
場
者
を
表
彰

安
良
川
ソ
フ
ト
大
会

筑
電
回
安
良
川
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
９
月
閉
日
高
萩
小
学
校

庭
で
開
催
さ
れ
、
加
年
以
上
出
場
者
理

人
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

▽
２
町
内
Ⅱ
安
島
松
夫
神
長
勝
美

高
橋
勇
吉
斉
藤
操
岩
間
昭
二
▽

４
町
内
Ⅱ
沼
田
敏
雄
松
本
正
松
本

寿
一
郎
横
山
昇
▽
８
町
内
Ⅱ
鈴
木

子
之
太
郎
矢
代
済
二
郎
神
永
三
郎

神
永
正
杖
山
晃
鈴
木
魏
鈴
木
弘

▽
ｍ
町
内
矢
代
正
巳
佐
藤
元
徳

大
内
松
男
▽
哩
西
町
内
Ⅱ
鈴
木
勘
次

神
長
明
滝
徳
次
（
敬
称
略
）

’蝿

友
紀
綾
子
美
穂
暁
子
美
香

一
口
小
↓
一
Ｊ

野討 鐘

へハハヘヘハ

武弘義一
十文治郎康保
郎、‐/ ､-ﾉ ､-ﾉ 、-ﾉ ､‐／
耳

有
明
町

下
手
棡

秋
山
秋
山

一
局
十
秋

春
日
町

柊
（
ヒ
イ
ラ
ギ
）
は
よ
く
庭
や
門
口
に
植
え
ら
れ
、
刺
（
ト
ゲ
）
の
あ
る

風
変
り
な
葉
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
い
て
い
の
人
が
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
古
木
に
な
る
に
つ
れ
て
刺
が
な
く
な
る
こ
と
に
注
意
し
た
人
は
、
案

外
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

花
は
ｎ
月
か
ら
胞
月
に
か
け
て
、
芳
香
の
あ
る
小
さ
い
花
か
多
数
染
っ
て

咲
き
ま
す
。
関
東
以
西
の
本
州
、
四
国
九
州
、
台
湾
の
山
地
に
自
生
し
て
い

る
常
緑
小
商
水
（
叩
メ
ー
ト
と
の
暖
帯
植
物
で
、
茨
城
県
北
か
自
生
の
北

限
地
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

葉
の
刺
に
さ
さ
ら
れ
る
と
揃
い
の
で
昔
か
ら
悪
肱
よ
け
の
木
と
し
て
、
蚫

月
８
日
（
地
方
に
よ
り
異
な
る
よ
う
で
す
）
に
は
柊
の
小
枝
に
ニ
ン
’
一
ク
や

ト
ウ
フ
を
さ
し
て
、
家
の
出
入
口
に
さ
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ケ
ー
キ
に
飾
ら
れ
る
赤
味
の
ヒ
ィ
｜
ブ
ギ
状
の
も
の

は
全
く
別
称
で
、
モ
チ
ノ
キ
科
の
七
イ
ョ
ゥ
ヒ
ィ
ラ
ギ
と
い
わ
れ
る
も
の
で

す一
。

識
0了

雄さ”
物の
⑦

ヒ
イ
ラ
ギ

（
モ
ク
セ
イ
科
Ⅷ
）

三

=

三

里

二

三
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学

手続きは、 TIj国民年金係へどうぞ。

成人を祝おう

式は1月15日

と き 1月15日午前10時30分から

ところ高萩市中央公民館

該当者は、昭和29年4月2日から30年

4月1日までに生まれた人で、年賀はがき

で招待状をお送りします。 もし届かない

とき、当日帰省される人でも出席できま

すので、当日会場へおいでください。

掛麓

国体写真なと掲示

ところT|].役所玄関ホール

と き1月20日～2月20日

国体．市民あるく会．市民音楽祭

鶴

蕊

おり、調査済みのものは次のとおりで

す。

ヤマザクラ 下君田松岩寺

クスノキ 上手綱能仁寺

ケヤキ 上手綱根本賢さん

イロハモミジ石河原大森家墓地

力キ 烏曽根大部守さん

イヌツケ 島名大高敏さん

ヒサカキ 島名佐藤精孝さん

イチイ 上大能佐川家墓地

スケート教室開きます

「ぜひ納税組合の設立を－1
弓奨励金などが交付

市に納めていただく税金は、 「住詮よ

い明るい豊かな市づくり」のための費用

にあてられます。また、年金保険料は老

後の補償薄農業共済掛金は農作物などの

被害に対する補償を受けるためのもので
－辛

新入学児の健康診断

一一該当者は忘れずに

来春4月、小学校へ入学されるお子さ

んの健康診断、次の日程で各小学校で行

なわれます。

この健康診断は、入学予定者の健康状

態を象て適正な就学を図ることを目的と

していますので、入学該当者（昭和43年

4月2日～44年4月1日生れ、昨年度就学猶

予した者）はもれなく受診してください

診'折の日程と内容については、 12月1

日現在の住民登録台帳で調査して、該当

保護者あてに通知しましたが、 もし届い

ていなし､場合は、市教育委員会学務課へ

お間合せくださし､。 （露③1126番）

○健康診断日程

高萩小学校 1月17日午後1時30分

秋山小学校 1月21日午後]時30分

松岡小学校 1月22日午後1時30分

上君田小学校1月24日午後1時30

下君田小学校1月24日午後2時

横川小学校 1月24日午後2時30分

東小学校 1月28日午後1時30分

市内の巨樹巨木の

調査にご協力を

現在市内に、生育している大木につい

て調査していますのでご協力ください。

この木の種類では横綱格だと思われるも

のがありましたら、市役所市民相談係（

内線319）に生育所、所有者、樹極など

をお知らせください。調査に伺います。

庭木、山の木、墓地の木などもよく、 ツ

バキ、カヤ、 ヒノキ、サワラ、 ソネ、ク

ヌギ、ナラ、 ヒイラギ、 アセピ、エゴノ

キ、シヤクナケ、 ミカン、グミ 、 ウメな

どいろいろあると思います。

アカかﾝ、マツ、スギの調査は進んで

これらは納期を定めて納付書により納

めていただくものですが、納税貯蓄組合

を設立して納期内に納めますと、組合に

対して報償制度の特典がありまず。

まだ納税組合を結成していない地域は

ぜひ設立して納税にご協ください。市で

は結成（10人程度ならよい）を推進して

いますので、ご連絡があればいつでも担

当職員が説明に伺います。

詳しいことについては、市税務課（麓

内線212～214番）におたずねください。

「奥さんも老後のためにう
国民年金に加入しよう－

国民年金制度は、若いうちに保険料を

積象立てておいて、年をとったときや、

万一の事故のときに年金を受けるという

もので、国が行っている年金制度です。

この国民年金には、自営業や農林業の

方が加入の対象になっています。つまり

厚生年金や各種共済組合などに加入して

いる会社員や、公務員以外の方が加入す

ることになっています。

このほか、ご主人が厚生年金などに加

入している奥さんや学生さんでも、希望

により加入することができます。
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冒 市の人口と世帯数 冒
昌 冒
里 11月1日現在 前月比 当
曹

司人口 30．292人 （増32） 竜
二

： 男 14.869人 （増21） き
： 女 15．423人 （増11） 三
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1月18．25日

とき 1月18日・25日 （土）

ところ十王スケート場会費200円

資格小学5年生以上･一般･勤労青少年

募集人員両日とも35人（先着順）

受付け期間1月6日～16日

申込み先市教育委員会(電話③1131）

「燃えないゴミの収集日司
（1 ．2月）

地 域 別

秋山島名北方

大能中戸川福平若栗

上君田下君田検川

高浜町東本町

有明町肥前町

安良川

本町春日町大和町

駒木原高萩炭砿石滝

高戸行人塚石河原

上手綱下手綱赤浜

11月
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